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It is the easiest to acquire qualifications through the Department of Electrical and Electronic Engineering. 
The present authors realized this after carrying out lectures as part of the regular curriculum and outside it. 
The examination for obtaining the qualification of an electrician is a national examination, which includes both 
a written examination and that of skills. It is evaluated as an examination that is relatively easy to pass. Our 
main question is whether there are certain effects on the learning process for students taking this 
examination. 
This paper describes some actions enabling students to pass this national examination. We performed an 
investigation using GPA for examinees and analyzed how certain actions to pass a national examination 

























































































































詳細については第 4 章および第 5 章で説明する。 
 



























第 1 回目では、制限時間 40 分の 2 倍前後の時間
が掛かってしまう場合がほとんどである。しかし




スタントに 40 分を切っている（学生 C）。そして、



























図 4. 独習モデルにおける作業フロー 
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 ここでは、平成 23 年度から平成 27 年度におい
て実施された技能試験対策講座の実施内容および
実績について述べる。 









 図 5 より、平成 27 年度第二種電気工事士技能試
験の上期受験者は 33 名、下期受験者は 24 名、合
計 57 名であった。そして、合格者は上期 27 名（合
格率 81.8％）、下期 15 名（合格率 62.5％）、合計
42 名であった。また、第一種電気工事士技能試験
の受験者は12名で、合格者は7名（合格率58.3％）






















ば、図 6 の左側から 3 番目の 2012 年度入学生は
2016 年 3 月に卒業していったが、その卒業時の保
有率は約 45％（入学時の学生数から留年、中退を






図 5. 技能試験合格者の推移 
 
 
図 6. 試験対策講座の受講を希望する 
人数の推移（第二種） 
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7. GPA 履歴による追跡調査 










はかる GPA とした。なお、本学では一般的な GPA
（0～4 点）の代わりに QfGPA（Quality focused 







 図 7～図 13 に対象学生の GPA の履歴をプロッ
















点」は平成 27 年度後期の GPA を平均した値、「向
上点」は平成 25 年度前期から平成 27 年度後期ま
でに向上した GPA の差を平均した値、「幅」は平































































図 9. 2012 年度入学生 8 セメスタ分の GPA 履歴 
H26 年度上期試験合格者:グループ(C) 
 













図 13. 2012 年度入学生 8 セメスタ分の GPA 履歴 
未取得卒業生(2) :グループ(G) 
 










して、2012 年度入学生の 4 年間 8 セメスタの GPA
の追跡調査を実施したところ、早い時期に受験・
合格した学生は、その後も学業成績が向上してお
り、資格試験の合格がその後の勉学意欲の向上に
結び付いている可能性があることが示唆された。 
 しかしながら、明確に分析するにはアンケート
の情報量が不足していることも認められたため、
今後、必要な情報を得られるようにアンケート項
目を精査すると共に、継続的にデータを収集・分
析していくことが必要である。そして、それらの
結果を活かしながら資格試験の受験および合格体
験が勉学意欲向上の動機付けとなるような支援策
を確立していくことが課題である。 
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